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数学的な考え方をどう捉えるか。

（その１）

発展的な学習  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教科書の内容  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

技能

数 学 的 な 考 え 方

技能を含んだ数学的な考え方

論理的思考

○演繹的な考え方

○帰納的な考え方

○背理的な考え方子供の算数の学習に有用

より多くの扉を開けることのできるマスターキーを獲得させる。

知識や技能を忘れたとき

それを思い出す思い出し方を知っている子どもを育てる。



（その２）

   ※具体例をいくつかあげてみると

（狭義の数学的な考え方）    （技能を含んだ             （アルゴリズム・手立て・手法）

                                            数学的な考え方）

         演繹的思考           分類整理の考え方・単位の考え方       四則演算の方法

         帰納的思考           整数比の考え方・十進位取り記数方     九九の暗唱

背理的思考            動作化・ﾌﾞﾛｯｸ操作・イメージ化

数図・情景図・線分図・関係図・構造図    道具・器具の使い方

  拡張・一般化・単純化        表・グラフ

  類推・統合・発展            分配・結合・交換の法則

  分類・整理・対比           既習事項の活用・事実問題として考える。

知識や技能を理屈付きで子どもに獲得させる｡

知識や技能をストラテジーをくっつけて子どもに獲得させる｡

数学的な考え方 技  能
ストラテジー

○忘れたら思い出すことができる｡

○多くの場面で活用できる。

○答えを間違えたとき、修正する手立てとなる｡

○質的なもの・原理・育てる内容

○忘れたら思い出せない｡

○活用場面が少ない。

○答えを間違えると修正がきかない。

○量的なもの・結果・教える内容

知識や技能を忘れたとき

それを思い出す思い出し方を知っている子どもが育つ。


